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【 は じ め に 】 牛 白 血 病 の 発 生 増 加 に 伴 い 、 当 所 で の 本

病 の 病 理 診 断 例 数 も 増 加 し た 。 過 去 の 症 例 に つ い て 発

生 状 況 を 調 査 す る と と も に 、 主 要 病 変 部 位 と 腫 瘍 細 胞

の 形 態 学 的 分 類 に よ る 病 理 学 的 検 索 を 試 み た 。【 方 法 】

H 1 5 ～ 2 6年 度 に 病 理 診 断 を 実 施 し た 7 9例 の 用 途 、 月 齢 、

肉 眼 病 変 部 位 、 病 変 部 の 腫 瘍 細 胞 に つ い て 調 査 し た 。

腫 瘍 細 胞 は 形 態 か ら 、 リ ン パ 球 様 ； L c 、 前 リ ン パ 球 様

； P l 、 リ ン パ 芽 球 様 ； L b 、 組 織 球 様 ； H c の 4 種 類 に 分

類 し 、 形 態 的 に 異 な る 2 種 類 以 上 腫 瘍 細 胞 を 認 め た も

の を 多 形 性 と し た 。【 結 果 】 病 理 診 断 例 数 は H 2 1 年 度

以 降 増 加 し 、 H 1 9 年 度 以 降 、 肥 育 牛 の 診 断 例 が 散 見 さ

れ た 。 肉 眼 病 変 を 多 く 認 め た 部 位 は 、 心 臓 7 5 . 9 % 、 腎

臓 6 2 . 0 % 、 第 四 胃 5 5 . 7 % 、 脾 臓 4 5 . 6 % で あ っ た 。 少 な か

っ た の は 骨 格 筋 1 1 . 4 % 、 横 隔 膜 7 . 6 % 、 膀 胱 3 . 8 % で H 2 1 年

度 以 降 の 診 断 例 で 認 め た 。腫 瘍 細 胞 の 形 態 は 全 症 例 の 、

L b 8 9 . 9 % 、 H c 1 6 . 5 % 、 P l 1 3 . 9 % 、 L c 6 . 3 % で 認 め 、 多 形 性

は 2 5 . 3 % で 認 め た 。【 考 察 】 診 断 例 数 の 増 加 に 伴 い 、

肥 育 牛 の 発 症 や 腫 瘍 細 胞 の 多 形 性 を 認 め る 症 例 が 散 見

さ れ る よ う に な り 、 本 病 の 病 態 が 多 様 化 し て き た 可 能

性 が 窺 わ れ た 。 現 在 、 更 に 詳 細 な デ ー タ を 集 積 す る た

め リ ン パ 球 マ ー カ ー を 用 い た 腫 瘍 細 胞 の 分 類 を 実 施 し

て い る 。 今 後 は ウ イ ル ス 学 的 な 見 地 か ら も 調 査 を 継 続

し 、 本 病 発 生 の 動 向 に つ い て 詳 細 に 分 析 し て い く 。


